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10
8月

その他の建
設業

男性 その他

　被災者は、時間外労働や休業労働が続き、業務上の心理的負担の増大により死亡したもの。電工

0時台 起因物なし17年

　被災者は新聞配達後、道路を横断して反対車線の路肩に止めているバイクに向かっていたところ、進行して
きた乗用車にはねられ死亡したもの。

配達員

５時台 乗物６年

　遊園地のジェットコースターのコース上の点検作業を２名で行っていたところ、進行して来たコースターに
激突され、１名重症、１名死亡したもの。

作業員

15時 乗物６年

11
９月

小売業

男性 交通事故

　個人住宅の光ファイバー設置工事において、個人住宅から国道10号線の反対側の電柱に光ケーブルを接続す
るため、電柱に梯子を掛け登ろうとしたとき、国道を走行してきたトラックに光ケーブルが引っ掛かり、光
ケーブルを持っていた被災者が約2m下の道路に墜落し死亡したもの。

作業員

10時 用具10年

9
８月

鉄鋼業

男性 激突され

　建設工事現場において生コン車でモルタルを打設後、被災者が生コン車の後方ステップ(高さ2.65m)上で現場
で余ったモルタルをミキサー車に戻す作業を行っていたところ、地上へ墜落し死亡したもの。

運転手

10時台 動力運搬機８年

8
7月

その他の建
設業

男性 墜落・転落

　市の清掃センターにおいて、被災者と同僚はゴミ収集車に積み込んでいた10袋のゴミをピットへ投げ入れ、
その後、同僚が同収集車に乗り込みピット際まで後進し荷台を上げ、ゴミをピットに排出したが、被災者から
荷台を下す合図がないため捜したところ、被災者が深さ約８ｍのピットへ墜落し死亡していたもの。

作業員

15時台
仮設物・建築
物・構築物２ヶ月

7
7月

窯業土石製
品製造業

男性 墜落・転落

　林道付け替え工事において、８ｔのタイヤローラーが作業の支障となったため、被災者が当該ローラーを運
転して移動させた際、施工中の工事用道路を約80ｍ逸走して約30ｍ下の谷へ転落し死亡したもの。

作業員

11時台 建設機械16年

6

5月

清掃・と畜
業

男性 墜落・転落

　被災者が大分市内方向へ積載形小型移動式クレーン車を運転し走行していたところ、前方を走行していたト
ラックが道路脇に停車していた一般車両を避けるため減速したことに気付かず、当該トラックの後方に追突し
て死亡したもの。

作業員

15時台 動力運搬機10ケ月

5
5月

土木工事業

男性 墜落・転落

　国道10号の日出町方面から宇佐方面へ向かう下り坂で、被災者の運転する２ｔトラックが中央線を越え、対
向の10ｔトラックへ衝突し死亡したもの。

作業員

5時台 動力運搬機２ヶ月

4
4月

その他の商
業

男性 交通事故

　橋梁の耐震補強工事において、つり足場を橋脚の上端全周に設置する作業の際、被災者が足場作業床から橋
梁の桁を掴み橋脚へ乗り移ろうとしたとき、５m下の川へ墜落し死亡したもの。

鳶工

14時台
仮設物・建築
物・構築物４年

3
３月

その他の建
設業

男性 交通事故

15時台 建設機械５ヶ月

2
３月

土木工事業

男性 おぼれ
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1
１月

土木工事業

男性 墜落・転落 　道路舗装工事において、被災者がドラグ・ショベルで小型締固めローラを吊った際、約３m下の川へドラグ・
ショベルと共に墜落し死亡したもの。
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16
12月

清掃・と畜
業

男性 墜落・転落
　被災者は、スーパーの窓ガラス清掃作業において天端の高さ201ｃｍの脚立を使用し、風除室の屋根（250ｃ
ｍ）上部の窓ガラスの清掃または、当該屋根に上がろうとした際、地上に墜落したもの。

作業員

７時台 用具５年

14

12月
窯業土石製
品製造業

男性 挟まれ・巻き込
まれ 　被災者は、コンクリートブロック用型枠にコンクリートを打設後養生をするため、養生室にフォークリフト

で当該型枠を移動させ、先に移動させていた型枠の上に積み上げ、コンクリートを均すため当該型枠に足を掛
けたところ、当該型枠が倒れ隣列型枠との間に挟まれる状態となり死亡したもの。

作業員

10時台
仮設物・建築
物・構築物12年

12
11月

土木工事業

男性 崩壊・倒壊
　下水管敷設工事において、深さ3.6mの掘削場所で作業員２名で塩ビ管の敷設作業を行っていたところ、掘削
面の土砂が崩壊し、１名が土砂の下敷きとなり死亡したもの。

作業員

４時台 環境等37年

13
12月

土木工事業

男性 崩壊・倒壊
　被災者が吹き付けモルタルのはぎ取り作業に従事していたところ、地上より高さ約３mの位置にある幅約２m
x ２mの吹き付けモルタルが崩壊し、その下敷きとなり死亡したもの。

作業員

15時台 環境等25年

15
12月

土木工事業

男性 挟まれ・巻き込
まれ 　被災者は、小型移動式クレーン(つり上げ荷重2.33t)を使用して、ダンプに積載された砂入りフレコンバック

(重量約１t)を地上に下ろす際、同クレーンが傾き、同ダンプとの間に胸部を挟み死亡したもの。
作業員

8時台 動力クレーン等10年


